
市民への約束～部局別重点目標～ ２

「市長への手紙」をお寄せください！　　　　　 ７

市議会議員選挙 立候補予定者のみなさまへ 20

次回の広報まいばら発行日　８月１日号　７月30日（木）

主 な 内 容
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政策推進部
部　　長 千

ち

代
しろ

博
ひろし

組織構成 政策秘書課／情報政策課

職 員 数 22人　　　　　　予　　算 4.8億円

１ 新しい価値の創造と発信

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

移住促進事業の展開
集落担当や支援員の体制整備と
集落実態調査の実施

水源の里まいばらを魅力ある地域としてイメージを確立するため、地域資源の再発見とブランドイメ
ージの構築を検討します。子どもを対象としたPR冊子の検討を行います。

イメージ戦略策定

検討委員会設立と
仕組みづくり

指定地域集落の
実態調査

グリーンツーリズムを推進していくため、農家民泊開業に向けた支援のための検討委員会の設立と先
進地研修を実施します。

集落担当職員プロジェクトチームや集落支援員を配置し、集落の点検や実態調査を実施します。

２

３

宣言１ 水源の里の条例をもとに、過疎・高齢化する地域の元気未来づくりを進めます。

１ 地域情報化計画の策定

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

電算システムの刷新

行政放送番組の充実

情報化の基本的方向を定め、地域の情報化を総合的に展開するため、指針となる「地域情報化計画」
を策定し、情報発信の効率化と市民サービスの向上を図ります。

計画策定

リプレース案策定

年間20本

行政事務の効率化を目指し、平成22年度稼動を目標として電算システムのリプレース（※）の検
討・準備を開始します。

行政情報を端的にわかりやすくお伝えできるよう、前年度から開始した「行政コマーシャル」を年間
20本完成させ、動画放送の中で放映します。

２

３

宣言３　市の情報化を推進するとともに行政放送番組を充実させます。

１ 新たな行財政改革大綱と
実施計画の策定

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

協働のまちづくりの推進

平成22年度以降の行財政改革の基本方針となる新たな大綱と、大綱に基づき実施すべき具体的な取
り組みをまとめた実施計画を策定します。

大綱と実施計画策定

指針策定NPOの活動支援や市民協働を推進するため、「協働のまちづくり指針」を策定します。２

宣言２　新たな行財政改革と協働のまちづくりに向けて取り組みます。

※機能や性能が現状の業務に合わなくなったり支障をきたす恐れがある場合に機器やソフトウェアを入れ替えて新しくすること。

「絆で築く元気な米原市づくり」の実現に向け、 

次の３つの元気づくりに職員一丸となって取り組んでいくことを、 

市長が市民のみなさまにお約束します。 

市 民 へ の 約 束
今 年 度 の 部 局 別 重 点 目 標 を 公 表 し ま す  

部 局 ご と に 、 部 局 長 自 ら が 今 年 度 の 重 点 目 標 を 設 定 し ま し た 。

組 織 マ ネ ジ メ ン ト 力 を 発 揮 し 、 事 業 の 推 進 に 尽 力 し て い き ま す 。

　米原が持つすばらしい資源を
さらに活かすため、市長自らが
米原市の良さを全国に発信し、
地域ブランドづくりとイメージ
アップを図り、産業に元気をつ
くり出します。 

　すべての市民が地域に誇りを
持ち、安心して暮らせるよう伝
統文化を振興するとともに、市
民との協働によるまちづくり、
時代の変化に対応した多様なま
ちづくりを進めます。 

　病気にならず生涯現役で、い
つまでも健康で長生きできるよ
う、市民のみなさんが、日頃か
ら健康づくりに取り組めるまち
づくりを進めます。 



市　民　部
部　　長 平

ひら

居
い

俊一
しゅんいち

組織構成 税務課／防災安全課／医療保険課

職 員 数 44人　　　　　　予　　算 58.3億円
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総　務　部
部　　長 三

み

原
はら

禎一
ていいち

組織構成 総務課／財政課／人権推進課

職 員 数 26人　　　　　　予　　算 45.9億円

１ 共生社会実現のための計画策定

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

人権尊重の
まちづくりのための啓発

男女共同参画の推進

外国人に対する意識調査を実施し、先行実施した外国人のインタビュー調査結果と合わせて分析し、
外国人との共生の障壁となる課題の整理に取り組みます。

報告書1月完成

市民のつどい
参加者数300人

フォーラム参加者数200人、
相談員養成３人

人権問題に対する正しい認識を広めることを目標に湖東・湖北にエリアを拡大し、パネル展や講演会
などの啓発活動を展開します。

推進計画に基づき、フォーラム等を継続的に開催するとともに、自治会における男女共同参画の推進
に努めるほか相談事業を充実していきます。

２

３

宣言１　市民一人ひとりが大切にされるまちをつくります。

１ 持続可能な都市経営のための
財政計画と予算編成

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

市財政情報の市民との共有

入札制度の透明性確保

総合計画に基づく長期財政計画を策定し、将来の財政運営を明らかにしながら、予算編成方針の見直
しを行います。また、財政調整基金に頼らない予算編成をすることで財政の健全化を図ります。

実質公債費比率
17.0％以下

財政白書
12月発行

一般競争入札３件
総合評価方式３件

財政白書を作成し、市の財政状況について、市民に興味と理解を深めてもらえる公表の仕方を工夫す
るほか、「財政出前講座」の実施に取り組みます。

試行中の一般競争入札や総合評価方式による新たな入札制度の適用範囲を順次拡大し、公平で競争性
の高い入札制度を確立します。

２

３

宣言２　市の台所事情を市民と共有し、無理無駄のない財政運営を行います。

１ 適正な課税と市民への説明責任

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

厳格な滞納対策と
差押財産の換価

市税の適正な課税を行います。また、新たに開始される年金からの個人住民税の特別徴収制度の周知
と、円滑な導入を図ります。

４税の徴収率
94.9%

滞納処分などの強制執行を厳格に実施し、差押さえた財産の換価の方法として、インターネット公売等を実施します。
税（市民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税）の徴収率が昨年度より0.１％アップすることを目指します。２

宣言１　適正な課税を行い、公平な徴収を行います。

１ 長寿医療制度
（後期高齢者医療制度）の運用

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

国民健康保険制度の適正な運営

保険料の収納率向上のため、啓発・広報活動の強化を図ります。後期高齢者医療管理システムの活用
により、各種情報の更新処理・保険料関係事務の効率化を図ります。

保険料収納率
99％以上

国民健康保険制度の適正で安定した運営のため、レセプト（診療報酬明細書）点検、特定検診・特定保健指導を行い、
医療費の削減と適切化に努めます。あわせて、医療費の動向と財政状況について分析し、税の改定の検討を行います。２

宣言３　長寿医療制度・国民健康保険制度の適正な運営を行います。

１ 公共施設の見直し

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

指定管理者制度の評価

公共施設の質・量・配置について検討し、４万２千人の米原市に必要な公共施設再編計画の基礎調査
を実施します。総合的な再編計画書を２か年で作成します。

平成22年12月完成に
向けた取組

利用者アンケート26
施設で実施

サービス、経費などの総合的な検証や、利用者アンケートなどによる指定管理者の評価を行い、検討
結果を示し、改善を図ります。２

宣言３　市有財産を効率的に運用します。

１ 「市民協働」が実践できる
職員の育成

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

組織機能の強化

市民目線に立ち、自ら考え行動できる職員を育成するため、戦略的な職員研修を実施します。また、
策定後４年目をむかえる人材育成基本方針を改定し、職員等へ周知します。

基本方針を12月まで
に改定

全部局の重点目標の
達成度100%

目標の管理による組織の実績評価と職員の能力評価による人事考課制度の運用により、職員の能力開
発と組織機能の強化を図ります。２

宣言４　適正な人員で機動力のある市役所をつくります。

１ 新型インフルエンザ対策

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

自主防災組織の育成

新型インフルエンザの感染拡大に備え、行動計画の策定と資材の整備を行い、模擬訓練を実施します。 行動計画策定

災害時における地域の共助を担う自主防災組織の組織化と育成を図るための啓発と、防災講演会の開
催等を行います。２

宣言２　災害に強く、安心して暮らせるまちをつくります。

市 民 へ の 約 束  
今 年 度 の 部 局 別 重 点 目 標 を 公 表 し ま す  



健康福祉部
部　　長 野一

の い

色
しき

義明
よしあき

組織構成 社会福祉課／高齢福祉課／こども家庭課／健康づくり課

職 員 数 111人　　　　　　予　　算 63.2億円

経済環境部
部　　長 谷口

たにぐち

隆一
りゅういち

組織構成 環境保全課／不燃物最終処分場対策室／商工観光課／農林振興課

職 員 数 32人　　　　　　予　　算 15.5億円
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１ 就学前教育・保育の改善充実

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

放課後安心プランの推進

次世代育成行動計画後期計画の策定

米原市保育の指針および年齢別重点事項に基づき、保育の改善充実および家庭の教育力の向上を目指した子育て支援
の充実に取り組みます。また、いぶき認定こども園の検証と併せて、幼保一元化のあり方について検討を行います。 検証を10月までに実施

放課後キッズ
４地域で実施

２月までに
行動計画策定

留守家庭児童をお預かりする放課後児童クラブ（10か所）と連携し、健全な子どもの育ちを目的とした放課後キッズ事業
を地域で市民との協働により開設することで、地域にあった放課後児童の安全で安心な居場所づくりを行います。

安心して子どもを産み育てられ、子どもが健やかに成長できるまちづくりを総合的に進めるため、米原市次
世代育成支援行動後期計画を策定し、子育て、子育ち支援の体制を充実します。

２

３

宣言１　 すべての子どもが健やかに成長でき、笑顔あふれるまちづくりに取り組みます。

１ 赤ちゃん手帳の活用と育児相談の充実

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

健康長寿の人づくり・まちづくり

食育事業の推進

親が自分の子どもの成長・発達に応じた育児ができるよう、「赤ちゃん手帳」の内容の充実と活用を図ります。育児相談
は、心理判定員による発達の相談の機会を増やすことで、早期からの子ども・保護者への適切な支援を行います。

発達の相談機会
毎月２回実施

健康づくりファシリテーター
60人養成

食育フォーラム開催

特に若年層への健診受診勧奨を推進するとともに、新たに生活習慣病予防のために希望者対象の禁煙指導を実施します。また、地
域においては、がんばるヘルシー集落事業、健康づくりファシリテーターの養成を一層推進し、市民の健康づくりを応援します。

平成20年度に策定した「米原市いきいき食のまちづくり計画」を広く市民に周知するため、フォーラムを開催しま
す。これまでの食育への取り組みをさらに推進し、市民一人ひとりの食に関する知識と食を選択する力を育みます。

２

３
健康カレッジ開設に向けた調査・研究 方針および

計画の策定
市民が健康に関する正しい知識を学び、健康づくりを実践できる健康教育の一環として「健康カレッジ（大
学）」開設に向けた準備を進めます。４

宣言３ いきいき元気　市民の健康づくりの実践支援に取り組みます。

１ 地域農産物供給システムの推進

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

若手新規就農者の育成

耕作放棄地対策の推進

地域の担い手農家、農協との連携を強化し、「米原市水田農業ビジョン」の着実な推進により、市内の学校給食の地場農
産物の供給率を高めます。

栽培契約農家数
15件

若手新規就農者
2人

解消計画策定12月
解消モデル農地2ha

米原の若手新規就農を図るため、支援制度を設けて活力ある元気な農業振興を進めます。

市内の優良農地区域内の耕作放棄地解消のため、耕作放棄地リストの充実と解消計画を策定し、計画に基づ
く実践を推進します。農地パトロールの実施による農地利用の監視活動と農地情報の一元的管理を行います。

２

３
農業施設の充実と延命化の推進 農業施設延命計画策定

の資料収集
昭和50年代から60年代にかけて建設した土地改良施設などの農業施設の多くが老朽化していることから、計画的
かつ抜本的に整備を進め農業施設の充実を図ることを目的に、農業施設延命計画策定のための資料収集をします。４

宣言１ 「米原ブランド」づくりを進め、新規就農者を支援します。

１ まいばらの本物発信

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

観光振興計画の策定

産業活性化支援条例の制定

上丹生の仏壇や多和田の近江真綿など、米原にある「本物」を全国にPRする場として、東京や京都で物産展
を開催し、「米原市の元気」を全国に発信します。

構想案策定

条例案作成

広域的な連携による観光圏整備計画および米原市のシティセールスを図るため「米原市観光振興計画」の平
成22年度策定を目指します。

産業振興の活性化を図るために、市内の商工業および農林水産業等を営む事業者に対して支援制度を創設し
ます。

２

３
観光ガイドの育成強化 養成講座10回開催観光情報の発信、心のこもったもてなしや上質なサービスを提供する人材の育成など受け入れ態勢の整備に

向けて取り組みます。４

宣言４ 「おもてなしの心」「本物志向の地場産業」で米原を元気にします。

１ 介護予防事業の推進

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

認知症予防事業の推進

特定高齢者把握事業（生活機能評価）で把握した特定高齢者に対し、より効果的で適切な介護予防事業等を提供
するため、下肢筋力低下予防事業を新たにメニュー化し、普及や支援事業を行います。

はっするトレーニング
塾160回開催

サポーター500人、
キャラバンメイト10人養成

認知症予防とその支援のための指導者など（キャラバンメイト、認知症サポーター、まちかど指導者）の養
成を行うとともに、認知症について正しい知識を得ていただくための啓発活動を行います。２

宣言２　 高齢者の暮らしを地域の絆で支え合えるまちづくりに取り組みます。

１ 犯罪のない明るい社会づくりの推進

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

障がい者（家族）への支援充実

近年、いとも簡単に命が奪われたり、未成年の犯罪も目立ってきています。犯罪のない明るく平和な社会を築くため、同じような目的を
持つ各種団体や関係機関に呼び掛け、参画する団体を増やし、社会を明るくする運動のさらなる推進を図ります。

参画する団体
２団体増

利用しやすい
組織づくり

障害者自立支援法に基づく支援対策を最大限有効に活用するため、福祉事務所において、障がい者やその家
族にとってわかりやすく利用しやすい相談窓口となるよう体制を検討します。２

宣言４ 明るく笑顔あふれる住みよいまちづくりに取り組みます。

１ 獣害対策の強化

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

日のさす明るい里山づくり

鳥獣による被害が深刻化しているため、米原市鳥獣被害防止対策協議会を設置し、各地域に応じた総合的な
被害防止対策を推進します。

集落環境点検実施
10集落

間伐50ha
里山リニューアル17ha

日の入らなくなった暗い森林を明るい森林に戻し、CO2の削減と合わせて優良森林として経済効果を促しま
す。施業集約化事業（※）を展開し、作業路網整備・間伐材搬出により間伐を促進します。２

宣言２ 集落と協働した獣害対策の確立と奥山・里山整備を推進します。

１ 環境美化条例の制定

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

地球温暖化対策地域推進計画案の策定

廃食用油の実験回収

美しく住みやすい都市機能の実現を目指し、廃棄物の減量および適正処理に関する施策や環境美化活動を推進します。環境基本計画の実効性を高
めるための条例制定に市民ともに取り組みます。今後の地上デジタル化による廃家電等の不法投棄対策として監視重点地区を設定します。 条例案作成

計画案策定ＣＯ２削減につながる資源の有効活用事業の実施に向けて協議します。またエコ活動の輪を広げるために、市民協
働のワークショップ（研究集会）を実施しながら「地球温暖化対策地域推進計画」案を策定します。

資源を循環させた地球温暖化防止対策への取組みとして、バイオマスタウン構想（※）に基づき廃食用油の
実験回収に取り組みます。

２

３

宣言３　 環境熱心のまち米原市の実現を目指します。

市 民 へ の 約 束  
今 年 度 の 部 局 別 重 点 目 標 を 公 表 し ま す  

※森林組合が主体となり、複数の森林保有者の隣接する林地をとりまとめて、知識と技術を活かして効率的に施業（間伐等）を行う事業。

※バイオマス（生物由来資源）の総合的かつ効率的な利用を図ることを目的に、市が平成18年３月に策定した構想。



都市整備部
部　　長 坂

さか

井
い

一繁
かずしげ

組織構成 区画整理課／都市整備課

職 員 数 19人　　　　　　予　　算 47.7億円
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土　木　部
部　　長 藤本

ふじもと

博
ひろし

組織構成 上下水道課／都市計画課／建設課

職 員 数 43人　　　　　　予　　算 65.7億円

１ 国・県事業の整備促進

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

災害時緊急迂回路の整備促進

浸水対策の整備

国道８号バイパス工事等の整備促進をはじめ、観音坂トンネル改修事業、霊仙山大規模崩壊による砂
防堰堤の整備事業、天野川（支川含む）のしゅん渫事業を促進します。

国・県への要望書の
提出

災害時応援ルートの
年内完了

調整池1基上半期着工

県道山東本巣線の災害発生時の生活道路の確保について、地域との協働により取り組みます。また、
災害時応援協定による岐阜県境の揖斐川町との連携のもと、災害時応援ルートを整備します。

米原駅周辺における浸水対策として、雨水排水施設の整備(雨水幹線整備および雨水調整池の整備)を
実施します。

２

３

宣言１　国・県事業の整備を促進し、安心・安全な地域づくりに取り組みます。

１ 都市計画区域の検討

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

坂田駅周辺整備の促進
春照地区新市交流の
まちづくり基盤整備

都市計画マスタ－プランの具現化（規制緩和）のため、都市計画区域の見直し（非線引き化）につい
て、県に対し積極的な意見を述べ、見直しに向けた取り組みを促進します。

消雪施設整備　
上半期工事着工

良好な市街地環境を備えた魅力ある都市拠点の形成を図るため、市街化区域編入に向けての取組を行
うとともに、現状での開発誘導として地区計画制度の活用を図ります。

新市における地域核として位置づけられている春照地区において、消雪施設整備事業等を推進すると
ともに、春照太鼓踊り写真展など地域の魅力を市民が共有できる機会を設けます。

２

３

宣言４　地域のまちづくりの支援として、有効な施策に取り組みます。

１ 駅東幹線、
宅地造成工事等の推進

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

保留地の造成および販売

区画整理事業に関連する
事業の整備

平成22年度の駅東幹線全線の完成を目指し（※）、未整備区間の工事を実施します。平成22年度には宅地造成工事を完
了させるため、計画的に工事を実施します。駅東幹線の整備に合わせ、駅前広場および停車場線の整備を実施します。

各工事完成率
50％以上　　

保留地の完売

整備完了

保留地の造成工事を早期に完了させ、本年度は14区画８千m2の保留地を５億２千万円で販売します。

区画整理事業と一体的な整備が必要な区画整理事業区域外の道路整備を実施します。①市道警察跡地線の新設工事を実施します。②市道
入江梅ヶ原線の国道交差点改良工事を実施します。③市道梅ヶ原東口線の新設工事を実施します。④急傾斜地対策工事を実施します。

２

３

宣言３　米原駅を中心とした都市核づくりを目指し、米原駅東部土地区画整理事業を計画的に進めます。

１ 水道施設の整備

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

水道施設の適正管理

将来にわたって安全で良質な水を安定供給するため、伊吹地域と山東地域の水道管をつなぐ工事に着
手します。

上半期工事着手

本市場浄水場の給水区域を広げ、一色から番場まで年内に配水します。また、米原地区の水道施設
(各浄水場等)の修繕に着手します。２

宣言２　安全でおいしい水道水の安定供給に取り組みます。

１ 下水道（汚水）の整備

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

水洗化の促進

水質保全と快適な生活環境の実現のため、未整備地区の汚水整備を平成22年度完了に向け進めます。
（20年度末普及率 97.9％）

年度末普及率
99.3％

年度末水洗化率
82.4％

供用開始区域における水洗化の促進のため、市広報およびホームページにより啓発周知します。また、
重点啓発地区を定め、積極的な個別訪問等により水洗化を促します。（20年度末80.3%）２

宣言３　快適な居住環境の整備と水質保全のために、普及率と水洗化率の向上を図ります。

１ 米原駅東西自由通路
および橋上駅舎の整備

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

東西の駅前広場の整備

自由通路および橋上駅舎整備の残工事として、電気線移設、仮設階段撤去、工事ヤード撤去、仮設道
路撤去等の工事を実施します。

整備完成

予定工事の完成
平成23年３月末の東西駅前広場整備完成を目指し、平成22年３月末までに東口に耐震性貯水槽を設
置するとともに、西口の駅舎撤去と水路改修工事を実施します。２

宣言２　人の行き交いや賑わいを生み出す米原駅周辺地区の整備を進めます。

１ 米原南工業団地への企業立地
および社会基盤整備の促進

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

企業誘致の推進

米原南工業団地への立地企業が稼動できるよう支援に取り組みます。また、貨物ターミナル駅やターミナル進入
路の早期供用開始を目指し、事業主体のＪＲ貨物㈱や国土交通省などとの協議調整を行います。

早期稼動
協議成立

候補検討書作成
制度の制定

市内企業の事業拡大や新たな企業の進出など、企業からの要請を総合的に支援します。 ①企業誘致推進のため、新規産業用
地の候補地を検討します。②企業立地促進法による基本計画に基づく固定資産税の不均一課税制度を制定します。２

宣言１　企業の事業拡大や新規立地を促進します。

※米原警察署付近から梅ヶ原交差点までの約1.6km区間における国道8号の拡幅工事。

市 民 へ の 約 束  
今 年 度 の 部 局 別 重 点 目 標 を 公 表 し ま す  
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市民自治センター
（山東・伊吹・米原・近江）

地域統括監 春日
か す が

敬三
けいぞう

組織構成 自治振興課／市民窓口課

職 員 数 39人　　　　　　予　　算 5.2億円

教　育　部
部　　長 中谷

なかたに

利治
としはる

組織構成 教育総務課／学校教育課／まなび推進課

職 員 数 74人　　　　　　予　　算 19.7億円

１ 図書館システムの統合

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

中川泉三没後70年記念展の開催

まなびサポーター制度の導入

図書館サービスの向上と事務の効率化を図るため、コンピュータシステムの統合を図ります。 1月稼動

参加者500人

サポーター
登録人数80人

近江坂田郡志をはじめ県内の各郡志などの編纂を手がけ、地方史研究の先駆けをなした中川泉三氏が、没して
70年を迎えることを機に、県内の関係博物館と共催で「史学は死学にあらず」と題した記念展を開催します。

市民が指導者となって、市民学習活動や学校教育活動の場で活躍でき、学んだ成果をもとに市民自らが主体
的に市民活動を展開できる「まなびサポーター」制度を導入します。

２

３
体育施設の整備 グラウンド用地確保米原市スポーツのあり方検討委員会の答申を踏まえて、総合的な将来構想を定め、市民が手軽に利用できる

地域密着型の体育施設の整備を進めます。４

宣言４ 生涯学習施策の充実を図り、社会を支える市民のまなびをサポートします。

１ 教育振興基本計画の策定

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容
新しい時代に向けた市の教育行政の取り組みを市民に明らかにする必要があることから、教育の振興に関す
る施策を総合的かつ計画的に推進するための米原市教育振興基本計画を２か年で策定します。 平成22年9月策定完了

宣言１ 米原市教育振興基本計画を策定します。

１ 地域の特色が活かされた多様なまちづくりの支援

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容
地域の特色を活かした多様なまちづくりを推進するため、各地域創造会議を開催し、市民提案型の新たな地
域自治・協働によるまちづくり活動を支援します。

支援団体数
30団体

宣言１ 市民との協働によるまちづくりを推進します。

１ 「出前トーク市長と語る」の実施

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

市長が地域に直接出向き対話を重ねる中で、市民と行政の絆づくりを進めます。 20回開催

宣言３ 市民との対話によるまちづくりを推進します。

１ 学校施設の安全対策

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

給食センターの整備

学校給食における食育・地産地消の推進

大規模地震の際に倒壊等の危険性の高い学校施設については、早期の耐震補強を実施し耐震化を進めます。
また、学校における安全対策として、AED（自動体外式除細動器）の設置をさらに進めます。 AED全小学校配備

3月整備完了

10月事業開始

東部給食センターの本格稼動を図るとともに、米原学校給食センターの改修に取り組みます。

新設の東部給食センターを食育推進の発信基地と位置づけ、学校給食を通じ郷土料理の普及、地場産農産物
の活用、親子料理教室等により、家庭・学校･地域と連携し、総合的な食育推進を進めます。

２

３

宣言２　 子どもたちによりよい学習環境を提供します。

１ 幼稚園・小中学校のあり方検討

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

米原っ子の「生きる力」を育む取組の推進

特色ある学校づくり

地域的に偏った児童生徒数の減少を踏まえ、「米原市における望ましい学校規模」の実現に向けて、その将来
構想について検討を深め、学校教育の充実を図ります。

緊急課題のある
学校から取り組む

全校園で実施

教育研究推進校
3校園

「心豊かでたくましい米原のこども」を育てるため、引き続き「みんなで伊吹山に登ろう」、「みんなでふるさとを描こう」、「みんなで本を読もう」の３事業に取り組み
ます。子どもたちが身近な自然や文化・伝統に触れ、ふるさと「米原」に愛着を持ち、たくましく生き抜く心と体を鍛え、国語力の向上と豊かな心を育みます。

児童生徒の学力および学習意欲等の状況を踏まえ、「わが校の学力向上策」に基づいた授業改善に取り組みます。また、幼児・児童・生徒や
地域の実態、特性を考慮し、学校園教育の改善・充実に向けた実践研究を推進し、特色ある学校づくりを推進します。

２

３

宣言３　 米原っ子の「生きる力」を育み、新学習指導要領に対応しつつ、あらゆる面で子どもたちをサポートします。

１ 市民の声システムの運用

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

市民の立場に立った窓口サービスの提供

市民からの意見や提言、苦情などを「市民の声」として公表することで、情報を共有化し公平かつ公正な市
民サービスの提供に努めます。 ２週間に１回公表

年３回の研修と
８月にアンケート実施

市民の信頼と満足度を向上させるため、スキルアップ研修や継続的な窓口アンケート調査を実施し、市民目
線に立った行政サービスが提供できるよう取り組みます。２

宣言２ 市民の満足度を高めるための行政サービスに努めます。

１ 近江長岡駅周辺地域の活性化

取 組 項 目 目 標 (値)取 組 内 容

東草野地域の活性化

承水溝の水質改善と利活用を探る

近江長岡駅周辺地域の活性化を目指し、長岡、万願寺、西山の市民有志で立ち上げられた「近江長岡駅周辺
地域活性化懇話会」による地域の特色を活かした自主自立の活動をサポートします。 活性化事業の実施

支援制度の構築

水質改善と
利活用の計画策定

「水源」の地域価値を守る人々の絆を築き、集落活動の持続的展開を支援するために、「水源の里元気みらい条例」
に基づき、交流･移住対策事業や空家活用の仕組みづくりを「東草野まちづくり懇話会」と協働で推進します。

入江干拓承水溝の水質改善や新たな利用方法について、関係機関連絡会の中で調査・検討します。

２

３
坂田駅周辺まちづくりの推進 委員会開催

５回
「坂田駅周辺まちづくり計画」の具現化に向け、地域住民や権利者とともに、坂田駅周辺の活性化につながる
まちづくりを推進します。４

宣言４ ４つのセンターが地域課題・問題解決に取り組みます。

市 民 へ の 約 束  
今 年 度 の 部 局 別 重 点 目 標 を 公 表 し ま す  
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料金受取人払郵便  

差出有効期間 
平成22年６月 
30日まで 

（ ） 切手を貼らずに 
おだしください 

彦根支店 
承認 
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次のとおり封筒を作り、市
長へ送ってください。 
①キリトリ線に沿って切り、
中央を山折りにします。 

②のりしろにのりをつけて
貼り合わせ、封筒を作り
ます。 
③切手を貼らずにそのまま
ポストへ投函してください。 

市 政 ト ピ ッ ク ス

市では、市民のみなさんとの絆を深めなが

ら、『元気な米原市づくり』を進めていきた

いと考えています。日々の生活の中で気づか

れたこと、考えておられることなど、みなさ

んのご意見やご提案を市長までお届けくださ

い。

寄せられた手紙は必ず市長が読ませていた

だき、担当課での確認・調査を行って、可能

な限り今後の市政運営に活かしていきます。

● 返事を希望される方は、必ず住所・氏名

をご記入ください。（内容が複数の担当に

わたるなど、回答までに時間がかかるこ

とがありますのでご了承ください。）

● 地域の課題を共有することを目的に、寄

せられたご意見などを抜粋して、広報ま

いばらや市のウェブサイトに掲載します。

（個人が特定できるような内容の掲載はし

ません。）

お問い合わせ　
政策推進部　情報政策課（米原庁舎）
1５２―６６２７　5５２―５１９５

ご利用ください！

「市民情報プラザ」
市民情報プラザ

では、各種計画書
や予算・決算書、
市議会の議案書な
ど、市政に関する
様々な資料を閲覧
できます。ぜひご
利用ください。

情報プラザ設置場所

市役所各庁舎　近江図書館　山東図書館

7 public information  Maibara 2009.7.15
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市 政 ト ピ ッ ク ス

線 
リ 
ト 
リ 
キ 

線 
リ 
ト 
リ 
キ 

線 
リ 
ト 
リ 
キ 

ろ 
し 
り 
の 

ろ 
し 
り 
の 

のりし  ろ 

市長への手紙 

ご
住
所
 
お
名
前
 お電話 

番　号 

「出前トーク 
　　 市長と語る」 
「出前トーク 
　　 市長と語る」 
「出前トーク 
　　 市長と語る」 

を始めます！ 
市民のみなさんの声と力を活かした、透明

でムダのない協働のまちづくりを推進するた

め、「出前トーク市長と語る」を始めます。

このトークでは、“車座”になって、市長

とみなさんとで

まちの課題や将

来について直接

語り合います。

ご応募をお待ち

しています。

トークのお相手
市内の自治会や事業所、または市内在住・在

勤・在学の方で構成されるグループなどで、５

～15人程度とします。

開催時間
時間は90分程度とします。

開催場所
申出者において、手配をしてください。

対話内容
テーマは申出者が設定し、対話形式のフリー

トークとします。

運営方法
当日の進行は、申出者で行ってください。

その他
まちづくりについての建設的な意見交換とす

るため、単なる要望や苦情相談を受けつける場

ではないことをご理解ください。

また、特定の政治や宗教団体、または営利を

目的としたものは受け付けません。

お問い合わせ・お申し込み　
各庁舎自治センター

山東 1５５―８１０１　5５５―３４０６
伊吹 1５８―２２２１　5５８―１６３０
米原 1５２―６６２３　5５２―４５３９
近江 1５２―６９２０　5５２―８７３０
政策推進部 政策秘書課（米原庁舎）

1５２―６６２６　5５２―５１９５
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市 政 ト ピ ッ ク ス

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
方
に
つ
い
て

は
、
警
察
署
等
に
相
談
を
行
っ

た
う
え
で
、
お
住
ま
い
の
市
区

町
村
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ

り
、
加
害
者
で
あ
る
配
偶
者
な

ど
に
よ
る
住
民
基
本
台
帳
の
一

部
の
写
し
の
閲
覧
や
住
民
票
の

写
し
の
交
付
な
ど
に
つ
い
て
、

制
限
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。転

出
先
で
住
民
登
録
を
行
っ

た
と
し
て
も
、
市
区
町
村
に
支

援
措
置
の
実
施
を
申
し
出
さ
れ

れ
ば
、
転
出
先
の
住
所
等
が
加

害
者
で
あ
る
配
偶
者
等
に
明
ら

か
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。な

お
、
支
援
措
置
を
受
け
る

た
め
の
手
続
き
の
流
れ
は
、
以

下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ご
不

明
な
点
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

退
職
後
の
生
活
を
い
き
い
き
と
暮

ら
し
た
い
と
考
え
る
み
な
さ
ん
の
た

ま
り
場
と
し
て
、『
一
寸
同
志
』
を
ル

ッ
チ
プ
ラ
ザ
２
階
レ
ス
ト
ラ
ン

「
粗そ

！
一
寸

い

っ

す

ん

」
内
に
開
設
し
ま
し
た
。

「
一
緒
に
集
え
る
仲
間
が
ほ
し
い
」、

「
地
域
活
動
の
情
報
が
ほ
し
い
、
発
信

し
た
い
」
な
ど
、
地
域
活
動
や
仲
間

づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
！

「
た
ま
り
場
」
で
で
き
る
こ
と

＊
市
民
活
動
団
体
な
ど
の
情
報
（
イ
ベ

ン
ト
や
メ
ン
バ
ー
募
集
）
を
入
手

＊
退
職
シ
ニ
ア
世
代
の
生
活
に
役
立

つ
情
報
を
入
手

＊
地
域
活
動
や
生
活
に
関
す
る
相
談

＊
た
ま
り
場
に
集
う
仲
間
と
の
交
流

「
た
ま
り
場
」
の
営
業
時
間

10
時
30
分
〜
16
時

毎
週
月
曜
（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は

そ
の
翌
日
）
は
お
休
み

退
職
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
、

退
職
後
の
生
活
や
仕
事
に
関
す
る
情

報
な
ど
を
、
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
い
き
い
き
と
」

の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
活
動
に
興
味
の
あ
る

方
が
、
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
た

め
の
お
役
立
ち
情
報
と
し
て
、
市
内

で
活
動
さ
れ
て
い
る
市
民
団
体
を
紹

介
す
る
「
求
む
！
地
域
活
動
の
星
」

の
コ
ー
ナ
ー
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

た
ま
り
場
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
情

報
発
信
を
し
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
政
策

秘
書
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

家
庭
内
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）被
害
者
保
護
の
た
め

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
等
を
制
限
で
き
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
　

市
民
窓
口
課
（
米
原
庁
舎
）

1
５
２
―
６
９
２
７
　

5
５
２
―
４
５
３
９

支援措置を受けるための手続きの流れ（例）

お
問
い
合
わ
せ
　

政
策
推
進
部
政
策
秘
書
課
（
米
原
庁
舎
）

1
５
２
―
６
６
２
６
　

5
５
２
―
５
１
９
５

トップページ→「まちでの暮らし」
→「セカンドライフを応援！」

市の公式ウェブサイトも
ご活用ください！

退
職
シ

退
職
シ
ニ
ア
の
み
な
さ

の
み
な
さ
ん
へ 

退
職
シ
ニ
ア
の
み
な
さ
ん
へ 

 

「
一
寸
同
志
」

寸
同
志
」 
 

「
一
寸
同
志
」

寸
同
志
」 
 

「
一
寸
同
志
」 

警察署等 警察、配偶者暴力相談
支援センターなど ＤＶ被害者等 市区町村

①ＤＶ被害者等から警察署等に対して
ＤＶ被害の相談、支援措置申出書の提出

②警察署等において
申出書に警察署等の意見を附して被害者
等に交付

＊事前に警察署等への相談を行っ
ている場合は、①・②は不要

③ＤＶ被害者等から市区町村に対して
警察署等の意見を附した申出書により、
支援措置の申し出
市区町村において
必要に応じて警察署等に確認した上で、
ＤＶ被害者等に対して支援開始の連絡、
および関係市区町村への申出書送付

①

②
③
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３
年
前
、
市
の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
で
基
準
値
オ
ー
バ
ー

が
５
項
目
あ
り
、
健
康
づ
く
り
課
の
保
健
師
・
栄
養
士
さ
ん

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
夜
遅
い
食
事
を
改

め
、
カ
ロ
リ
ー
に
気
を
つ
け
、
１
か
月
で
３

キ
ロ
減
、
そ
の
後
、
週
１
回
の
運
動
教
室
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
約
半
年
で
目
標
と
し
て

い
た
６
キ
ロ
減
量
を
達
成
！
今
で
は
、
以
前
よ
り
よ
く
食
べ
ま

す
が
、
体
調
は
す
こ
ぶ
る
快
調
で
す
。

20
年
前
に
脳
梗
塞
を
患
い
、
右
半
身
不
随
に
な
り
、
リ
ハ
ビ
リ
し
た
今
で
も

駆
け
足
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
身
体
で
す
が
、
心
は
い
つ
も
全
力
で
走
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
胸
に
、
仕
事

と
運
動
を
楽
し
み
な
が
ら
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

低
栄
養
を
防
ぐ

高
齢
に
な
る
と
、
食
べ
る
量
が
減

っ
た
り
、
胃
腸
の
消
化
・
吸
収
力
が

お
と
ろ
え
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
か
ら
十
分
な
栄
養
が
と
れ
て
い
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
低
栄

養
状
態
で
す
。
低
栄
養
状
態
に
な
る

と
、
筋
肉
や
内
臓
な
ど
の
働
き
が
お

と
ろ
え
て
毎
日
を
活
動
的
に
過
ご
せ

な
く
な
り
、
病
気
や
要
介
護
状
態
に

な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

元
気
な
か
ら
だ
を
保
ち
い
つ
ま
で

も
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
、

自
分
の
食
生
活
を
ふ
り
返
り
栄
養
改

善
し
て
い
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で

す
。
低
栄
養
を
防
ぐ
食
生
活
の
ポ
イ

ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。
す
ぐ
に
で
き

る
介
護
予
防
と
し
て
ぜ
ひ
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

お問い合わせ　　健康づくり課（山東庁舎） 1５５―８１０５

お問い合わせ　　高齢福祉課内 地域包括支援センター（山東庁舎） 1５５―８１０３

担当保健師よりひとこと
健診結果は、身体の状態を正直に反映しています。
北田さんは、自分の身体の状態を普段の生活と結

びつけて考えることで問題点に気づき、自分で立て
た目標に向かい、できることを継続して実施された
ことで見事に目標を達成されました。

「健康きらり」で
は、健康で明る
く元気にくらす
ための情報を紹
介しています。

楽
し
く
生
活
改
善
で

メ
タ
ボ
脱
出
！

〜
中
多
良
　
北き

た

田だ

秀
和

ひ
で
か
ず

さ
ん
（
60
歳
）〜

※医療機関にかかっておられる方は、医師の指示に従って食事をとるようにしてください。

低栄養状態を防ぐ食生活のポイント

欠食をしない
１日３食しっかり食べましょう。食が進
まない時は、４～５回に分けて食べまし
ょう。

１ 主食を忘れずに
ごはん、パン、麺類などの主食は１日を
活動的に過ごすためのエネルギー源で
す。

３食事の時間を規則正しく
胃腸の働きを整え、食欲を高めることに
もつながります。

２

主菜をしっかりと
魚・肉・卵、大豆製品などでタンパク質
をしっかりとりましょう。

４ 月に１度は体重をはかりましょう
知らず知らずのうちに体重が減っていな
いかを自分でチェックしましょう。

６牛乳・乳製品を毎日
カルシウムがいっぱいの牛乳１日1本
(200ml)をこころがけましょう。

５

家族や仲間とワイワイと
人と一緒に食事をすると自然に食欲が
わき、いろんな栄養をバランスよくとる
ことにもつながります。

７ こまめに水分補給を
高齢になると、からだの水分量が減少することやのどの渇きを感じにくくなることなど
から、脱水症を起こしやすくなります。お茶や水など、こまめに水分をとるようにしま
しょう。

８

歯が弱ってかみにくい

手や下肢の機能低下

咀嚼
そしゃ く

(かむ)・嚥下
え ん げ

(飲みこむ)
機能の低下

胃腸の調子がよくない、
または機能が低下した

低栄養状態
になる主な原因

支援後の生活 健診結果

・ビールはウーロン茶に
・果物の摂りすぎに気を
つける

・週一回の運動グループ
参加、自宅でダンベル
等の筋トレ

＊改善項目
・腹囲、肝機能、血圧は
正常に

・中性脂肪、LDLコレステ
ロール値も数値が改善

目標：６か月後に体重を６kg減らす

支援前の生活 健診結果

・飲食店経営のため食事
は外食が多い

・ビール１日２r

・出勤前に果物を食べる

＊基準値オーバー
腹囲、中性脂肪
肝機能、血圧
LDLコレステロール
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災害時には阪神・淡路大震災でも顕著だった
ように、道路などの被害によっては、救急車や
消防車の出動が難しくなることも予想されま
す。そんな時こそ頼りになるのが地域の自主防
災組織です。

自主防災組織の役割と活動
災害時に地域住民が自主的に活動し被害を最小

限に食い止めるため、平常時には安全点検や訓練

などを行い、また、実際に災害が起こった時には

初期消火活動や被災者の救出救護活動などを行う

など非常に重要な役割を担います。

自主防災組織
～わたしたちのまちは

わたしたちが守る～

お問い合わせ　
防災安全課（近江庁舎）1５２―６６３０

6月25日の給食

栄養士からのワンポイントアドバイス
給食では冷たくすることが出来ませんが、毎年新

じゃがの収穫が終わる頃に作ります。米を少し入れ
ることでとろみが増し、とってもおいしい夏のスー
プです。食欲のない朝にもおすすめです。じゃがい
ものビタミンＣは熱を入れてもこわれないので美容
にも良いスープです。

じゃがいも ２個分　
精白米　 小さじ1
コンソメ　 １個　
牛乳　 200cc
塩　 小さじ1/2
クルトン　 10ｇ　

玉ねぎ　 1/2個分
バター　 10ｇ
水 250cc
生クリーム 20ｇ
こしょう　 少々
パセリ　 少々

① じゃがいもは薄切りに、玉ねぎは千切りにします。
②熱した鍋にバターを入れて玉ねぎを炒め、しんなりし
たらジャガイモ、精白米を加える。水、コンソメを
加えじゃがいもが柔らかくなったら火を止める。ミ
キサーにかけて牛乳を加え、塩こしょうで調味して、
生クリームを加えます。

③パセリ、クルトンを浮かし、よく冷やしていただきます。

材料（４人分）

作り方

平常時の活動
地域の危険箇所や家庭内での安全点検およ

び地域にあった各種の防災訓練を行い、日頃

から大規模な災害に備える活動です。

・防災意識の普及、啓発

・地域や家庭の防災点検

・防災用資機材の

整備点検

災害時の活動
大規模な災害が発生したときに、人命を守

り、地域を守るために必要な活動です。

・情報収集・伝達

・避難誘導

・初期消火活動

・救出救護

・給食・給水

など



今
年
の
６
月
も
「
ほ
た
る
サ
ミ
ッ
ト
」
や
「
天
の
川
ほ

た
る
ま
つ
り
」
に
市
内
外
か
ら
多
く
の
お
客
様
を
迎
え
、

多
く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
米
原
市
を
全
国
に
発
信
で
き
た
と
喜
ん

で
い
ま
す
。
米
原
市
は
ホ
タ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
市
内
全
域
で
ホ
タ

ル
を
守
り
育
て
る
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
き
た
こ
と
は
頼

も
し
い
限
り
で
す
。

さ
て
、
６
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

基
づ
く
「
絆
で
築
く
元
気
な
米
原
市
づ
く
り
」
の
補
正
予

算
を
可
決
い
た
だ
き
、
本
格
的
に
泉
市
政
を
展
開
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
依
然
、
財
政
状
況
は
厳
し
い
中
で
緊

急
を
要
す
る
も
の
か
ら
の
対
応
と
な
り
ま
す
が
、
市
民
の

み
な
さ
ん
と
と
も
に
着
実
に
米
原
市
の
元
気
を
つ
く
り
出

し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
夏
に
向
か
い
ま
す
。
健
康
に
気
を

つ
け
て
元
気
に
夏
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

（
６
月
29
日
記
）
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オリジナルフレーム切手
『Mt.IBUKI 2009』『米原紀行・醒井宿から伊吹山』が発売

ユウスゲなど伊吹山の美しい草花と、
米原市の観光名所の写真でデザインされ
たオリジナルフレーム切手『Mt.IBUKI
2009』（8,000部）と『米原紀行・醒井
宿から伊吹山』（2,000部）が数量限定
発売されました。
このオリジナルフレーム切手は、9月

30日（水）まで市内の郵便局（簡易郵便
局を除く）および臨時出張所にて１シー
ト1,200円（80円切手10枚セット）で
販売されます。郵便局臨時出張所は伊吹
山山頂（7月18日～8月31日）、醒井宿資
料館横（7月11日～12日、7月18日～8
月31日）で開設されます。

地域福祉の充実のために
社会福祉基金を
寄附していただきました。
6月5日、地域福祉の担い手として、市内の福

祉向上に努めてこられた社会福祉法人米原市社
会福祉協議会（会長田中博夫氏）から社会福祉
の充実のために使っていただきたいと一金
14,491,000円を寄附していただきました。
市では、社会福祉基金に積み立て社会福祉向

上のための社会福祉施設の整備や、各種福祉サ
ービス事業の助成などに有効活用していきます。



米
原
・
長
浜
両
市
の
境
に
南
北
に
連
な

る
横
山
丘
陵
は
、
長
く
う
ね
っ
て
龍
が
臥ふ

せ
る
姿
に
み
え
る
こ
と
か
ら
臥が

龍り
ゅ
う

山ざ

ん

と
も

よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
古
墳
時
代
、
丘
陵
の

南
北
で
大
小
の
古
墳
が
築
造
さ
れ
ま
す
。

南
の
古
墳
群
は
、
丘
陵
上
の
ピ
ー
ク
や
張

り
出
し
た
尾
根
の
先
端
、
天
野
川
流
域
の

平
野
部
に
築
か
れ
た
約
二
二
基
の
大
き
さ

や
形
態
が
さ
ま
ざ
ま
な
古
墳
で
構
成
さ
れ

た
、
三
世
紀
前
半
か
ら
六
世
紀
前
半
に
わ

た
る
「
息
長

お

き

な

が

古
墳
群
」
で
す
。
こ
れ
は
、

天
野
川
流
域
を
拠
点
と
し
た
古
代
豪
族
息

長
氏
に
関
わ
る
古
墳
群
で
す
。

丘
陵
北
部
で
は
、
お
も
に
長
浜
市
域
を

中
心
に
、
一
部
山
東
地
域
に
か
け
て
、
丘

陵
上
や
尾
根
上
、
平
野
部
に
多
く
の
古
墳

が
築
か
れ
ま
す
。
と
く
に
前
・
中
期
の
古

墳
は
北
端
部
に
集
中
し
、
横
山
丘
陵
先
端

の
通
称
「
龍た

つ

ヶが

鼻は

な

」
に
あ
る
茶
臼
山

ち

ゃ

う

す

や

ま

古
墳

（
県
指
定
史
跡
）
は
全
長
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
前
方
後
円
墳

ぜ

ん

ぽ

う

こ

う

え

ん

ふ

ん

で
す
。
そ
の
南
隣
の
尾
根

に
は
山
の
鼻
古
墳
、
さ
ら
に
両
尾
根
が
合

流
す
る
最
高
所
に
は
、
こ
の
地
域
最
古
と

み
ら
れ
る
前
方

ぜ

ん

ぽ

う

後こ

う

方ほ

う

墳ふ

ん

・
龍
ヶ
鼻
古
墳
が

立
地
し
て
い
て
、
い
ず
れ
も
四
世
紀
に
さ

か
の
ぼ
る
古
式
の
古
墳
で
す
。
東
に
伊
吹

山
、
西
に
長
浜
平
野
を
一
望
し
、
古
墳
直

下
に
は
、
北
を
流
れ
る
姉
川
か
ら
取
水
さ

れ
た
灌
漑

か

ん

が

い

用
水
・
郷ご

う

里り

五ご

川せ

ん

が
分
水
さ
れ

長
浜
平
野
を
潤
す
な
ど
、
姉
川
の
水
を
司

る
こ
の
地
域
の
支
配
者
に
ふ
さ
わ
し
い
立

地
で
す
。

古
墳
群
は
さ
ら
に
南
下
し
て
、
主
丘
陵

上
に
は
直
径
10
〜
20
ｍ
の
円
墳
が
並
び
ま

す
。
村
居
田
と
長
浜
市
垣
籠

か

い

ご

め

町
を
結
ぶ
切

り
通
し
「
牛
飼
道

う

し

か

い

み

ち

」
の
真
上
に
は
犬い

ぬ

飼か

い

古

墳
が
あ
り
、
横
穴
式
石
室
の
入
口
部
分
が

露
出
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
南
に
も
、
長

浜
市
堀
部
町
あ
た
り
ま
で
点
々
と
円
墳
や

前
方
後
円
墳
が
築
か
れ
、
平
野
部
に
は
垣

籠
古
墳
な
ど
の
前
方
後
円
墳
が
集
落
内
や

水
田
中
に
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
四
世
紀

後
半
か
ら
六
世
紀
中
葉
に
至
る
大
古
墳
群

は
、
坂
田
郡
北
部
を
拠
点
と
し
た
坂さ

か

田た

の

公き

み

一
族
の
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

横
山
丘
陵
東
側
の
米
原
市
域
に
は
、
陵り

ょ
う

墓ぼ

参
考
地

さ

ん

こ

う

ち

に
な
っ
て
い
る
息
長

お

き

な

が

御ご

陵り
ょ
う

（
村

居
田
古
墳
）
が
あ
り
ま
す
。
三
〇
代
敏び

達だ

つ

天
皇
（
五
三
八
〜
五
八
五
）
の
皇
后
・
息お

き

長な
が
の

広ひ

ろ

姫ひ

め

の
お
墓
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
元
禄

九
年
（
一
六
九
六
）、
光
運
寺
本
堂
改
築
の

際
に
石
槨

せ

っ

か

く

と
石
棺

せ

っ

か

ん

が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
近
年
に
は
本
堂
石
垣
の
改

修
で
五
世
紀
末
頃
の
多
数
の
埴は

に

輪わ

片
が
出
土
し
、
家
形

い

え

が

た

石
棺

せ

っ

か

ん

の
年
代

と
ほ
ぼ
一
致
し
ま
す
。
考
古
学
の

研
究
か
ら
は
、
広
姫
の
時
代
（
六

世
紀
後
半
）
と
は
年
代
的
に
相
違

す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
丘
陵
か
ら
突
き

出
た
尾
根
上
に
烏
脇
Ａ
古
墳
、
平

野
部
に
は
皇
后

こ

う

ご

う

塚づ

か

古
墳
・
唐か

ら

戸こ

塚つ

か

古
墳
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず

れ
も
詳
細
は
不
明
で
す
。
山
東
地

域
平
野
部
の
古
墳
は
、
ま
と
ま
っ

た
展
開
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
が
、
息
長
御
陵
は
復
元
す
る
と

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
こ
と

か
ら
、
坂
田
郡
北
部
地
域
の
有
力

豪
族
の
墳
墓
と
み
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
古
墳
を
築
い
た
坂
田

公
と
関
係
の
あ
る
坂さ

か

田た

の

酒
人

さ

か

ひ

と

氏
一
族
は
、

古
代
、
坂
田
郡
の
郡
領

ぐ
ん
り
ょ
う

を
務
め
ま
す
。
坂

田
郡ぐ

ん

衙が

（
郡
役
所
）
は
長
浜
市
大
東

お
お
ひ
が
し

遺
跡

と
宮
司
遺
跡
が
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
坂
田
氏
の
本
拠
地
は
古
墳
群
に
近
い

北
郷

き
た
ご
う
り

里
地
区
で
、
か
つ
て
の
上こ

う

坂ざ

か

郷ご

う

と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
柿
田
遺
跡

な
ど
の
大
規
模
集
落
が
密
集
し
、
柿
田
廃

寺
な
ど
の
古
代
寺
院
が
造
営
さ
れ
ま
し
た
。

（
ま
な
び
推
進
課
）

横
山
丘
陵
北
部
の
古
墳
群

湖
北
の
大
河
姉
川
を
望
む

古
代
豪
族
・
坂
田
氏

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
53

▲ 息長御陵と横山丘陵
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ま
ず
、
第
一
の
課
題
と
し
て
日
本
語

の
で
き
な
い
外
国
籍
市
民
に
と
っ
て
、

市
役
所
が
利
用
し
づ
ら
い
場
所
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
調
査
で
は
日
常
生
活
に
お
い

て
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
場
面
が
多
い
外

国
籍
市
民
の
多
く
が
、
市
職
員
の
対
応

が
十
分
で
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
お
ら
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
、
日
本
社
会
の
入
り

口
で
あ
る
市
役
所
こ
そ
が
、
親
切
な
対

応
を
心
が
け
、
外
国
籍
市
民
の
緊
張
を

ほ
ぐ
す
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
庁
舎
内
案
内
表
示
が

す
べ
て
日
本
語
の
み
と
な
っ
て
お
り
、

外
国
籍
市
民
に
大
変
わ
か
り
づ
ら
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
、
中
国
語
、
英
語
な
ど
で
多
言
語
表

示
を
行
う
と
と
も
に
、
ひ
ら
が
な
や
ロ

ー
マ
字
の
併
記
も
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
語
学
が
堪
能
な
市
職
員
の
活

用
の
検
討
を
は
じ
め
、
市
役
所
に
日
本

語
に
よ
る
や
り
取
り
が
困
難
な
外
国
人

が
来
庁
し
た
際
、
一
元
的
に
対
応
で
き

る
窓
口
を
設
置
し
、
そ
の
窓
口
に
外
国

語
の
で
き
る
相
談
員
や
通
訳
を
配
置
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に

市
で
最
も
必
要
と
な
る
の
が
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
が
で
き
る
人
材
の
確
保
で
す
。

関
係
機
関
な
ど
に
働
き
か
け
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
が
堪
能
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験

者
を
通
訳
や
相
談
員
と
し
て
登
用
す
る

な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、

外
国
籍
市
民
の
労
働
形
態
に
合
わ
せ

て
、
外
国
籍
市
民
の
多
い
地
域
で
出
張

相
談
を
行
う
な
ど
、
弾
力
的
な
相
談
窓

口
の
開
設
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。２

番
目
の
課
題
と
し
て
、
外
国
籍
市

民
の
多
く
は
、
日
本
語
が
分
か
ら
な
い

た
め
、
地
域
か
ら
孤
立
し
、
日
常
生
活

を
送
る
上
で
様
々
な
困
難
に
直
面
し
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
で
は
、

外
国
籍
市
民
の
多
く
は
、
日
本
語
を
習

得
し
て
、
地
域
住
民
と
交
流
を
持
ち
た

い
と
願
っ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
の
日

常
生
活
は
職
場
と
自
宅
と
の
往
復
で
、

日
本
語
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

状
態
に
あ
り
、
市
役
所
に
日
本
語
教
室

日
本
全
体
で
の
外
国
人
登
録
者
数

は
年
々
増
え
続
け
、
地
域
の
国
際
化

も
急
速
に
進
ん
で
い
る
中
、
市
で
は

昨
年
度
、
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
実
態
把
握
を
目
的
に
、
市

内
で
生
活
し
て
い
る
外
国
籍
市
民
を

対
象
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た

外
国
籍
市
民
の
置
か
れ
て
い
る
現
状

に
つ
い
て
は
６
月
15
日
号
の
特
集
で

お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
か
ら

様
々
な
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
の
特
集
で
は
、
こ

れ
ら
の
課
題
を
抽
出
し
、
課
題
解
決

の
た
め
に
今
後
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

外
国
籍
市
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

▼
調
査
期
間
　

平
成
20
年
10
月
〜
平
成
21
年
２
月

▼
調
査
世
帯
数
（
15
世
帯
）

ブ
ラ
ジ
ル(

９
世
帯)

中
国(

２
世
帯)

フ
ィ
リ
ピ
ン(

２
世
帯)

韓
国
・
朝
鮮
（
１
世
帯
）
ベ
ト
ナ
ム
（
１
世
帯
）

課
題
①
　
市
役
所
の
対
応

課
題
②
　
日
本
語
の
壁

インタビュー調査から届いた 

多文化共生の 
　まちづくりに向けて 

特 
集 

報告  vol.２ 

外国籍市民の 外国籍市民の 
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の
開
設
を
望
む
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
今
後
は
例
え
ば
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
に
よ
る
外
国
籍
市

民
を
対
象
と
し
た
日
本
語
教
室
の
運

営
や
そ
の
支
援
、
日
本
語
指
導
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
語
教
室
が
実
施
さ
れ

た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
短
期
間
で
外

国
籍
市
民
が
市
民
生
活
に
必
要
な
日

本
語
を
習
得
す
る
こ
と
は
困
難
な
た

め
、
納
税
や
ご
み
の
分
別
、
災
害
時

の
緊
急
避
難
場
所
な
ど
の
生
活
情
報

の
案
内
や
、
医
療
、
教
育
、
福
祉
、

年
金
・
社
会
保
険
な
ど
諸
制
度
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
を
多
言
語
で
行
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

納
税
や
各
種
申
請
の
手
続
き
は
外
国

籍
市
民
の
み
な
ら
ず
、
日
本
人
に
と

っ
て
も
複
雑
で
あ
る
た
め
、
例
え
ば
、

外
国
籍
市
民
に
と
っ
て
も
利
便
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
の
市
税
等
の
納
付
な
ど
、

諸
手
続
き
を
簡
便
化
し
て
、
分
か
り

や
す
く
利
用
し
や
す
い
も
の
に
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

特
に
医
療
に
お
け
る
外
国
語
対
応

の
支
援
も
取
り
組
む
べ
き
課
題
の
一

つ
で
、
多
言
語
に
加
え
て
、
ひ
ら
が

な
や
ロ
ー
マ
字
で
市
内
や
近
隣
地
区

の
医
療
機
関
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
な

ど
工
夫
が
必
要
で
す
。

３
番
目
と
し
て
、
外
国
籍
の
子
ど
も

た
ち
に
対
す
る
学
習
権
の
保
障
に
関
す

る
課
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
市
内
の
公
立
学
校
に
在
籍
す

る
子
ど
も
た
ち
の
就
学
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
は
で
き
て
も
、
外
国
人
学
校
へ

通
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
や
、
ど
ち
ら

の
学
校
に
も
通
っ
て
い
な
い
子
ど
も
た

ち
の
実
態
は
、
把
握
し
難
い
状
況
で
す
。

こ
の
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活
・

就
学
状
況
の
調
査
を
実
施
す
る
な
ど
実

態
を
把
握
し
た
上
で
、
必
要
に
応
じ
て

適
宜
支
援
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
日
本
語
指
導
が
必
要
な

児
童
生
徒
が
公
立
小
中
学
校
内
に
２
名

以
上
在
籍
す
る
場
合
は
、
県
か
ら
加
配

教
員
が
配
置
さ
れ
、
日
本
語
や
教
科
学

習
の
取
り
出
し
指
導
が
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
、
こ
う
し
た
学
習
権
の

保
障
に
加
え
、
学
校
全
体
の
取
り
組
み

と
し
て
、
違
い
を
認
め
尊
重
し
合
う
多

文
化
共
生
教
育
を
積
極
的
に
行
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
は
、

公
立
学
校
の
み
な
ら
ず
外
国
人
学
校
に

も
通
っ
て
お
り
、
多
く
の
家
庭
に
お
い

て
経
済
状
況
の
悪
化
が
理
由
で
就
学
が

困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
授
業
料
が
払

え
ず
、
す
で
に
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
を
退

学
し
た
児
童
生
徒
の
就
学
支
援
も
含

め
、
ブ
ラ
ジ

ル
人
学
校
な

ど
の
外
国
人

学
校
や
、
そ

こ
に
通
う
外

国
籍
児
童
生

徒
の
経
済
支

援
も
課
題
の

一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

多文化共生の 
　まちづくりに向けて 

特 
集 

インタビュー調査から届いた 

外国籍市民の 外国籍市民の 報告  vol.１ 

6月30日(火)
米原公民館にて、
人権問題に関す
る市職員の全体
研修会を実施し
ました。
講師は三重県

のNPO法人「多
文化共生NPO世
界人」の理事長

として活躍しておられる 具志
ぐ し

アンデルソン飛雄馬
ひ ゅ う ま

氏で、「死んだ
ら終わり だから生きるんだ」との演題でご講演を頂きました。
日系ブラジル3世である講師からは、来日して以来経験されて
きたいじめ、そして日本社会における在日外国人に対する差別の
実態などが赤裸々に語られ、多文化共生社会に向けた取り組みを
進める出発点として、職員の意識改革につながる有意義な研修会
でした。

“生の声”を聞いて意識改革を…
市職員の研修会を実施

課
題
③
　
学
習
権
の
保
障
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昨
年
末
か
ら
の
経
済
状
況
の
悪
化
に

よ
っ
て
外
国
籍
市
民
の
生
活
が
劇
的
に

変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
詳
細

な
実
態
調
査
を
実
施
し
て
状
況
把
握
に

努
め
、
支
援
を
進
め
る
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
外
国
籍
市

民
懇
談
会
の
設
置
に
努
め
る
こ
と
や
、

調
査
の
結
果
を
日
本
人
市
民
に
対
し

て
だ
け
で
は
な
く
、
外
国
籍
市
民
に

対
し
て
も
同
様
に
公
表
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

実
際
、
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調

査
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
は
、

調
査
の
結
果
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
に

加
え
、
今
後
の
施
策
に
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
る
の
か
強
い
関
心
を
示
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
外
国
語
で
の

広
報
誌
発
行
な
ど
を
検
討
す
る
な
ど
、

外
国
籍
市
民
に
対
し
て
も
積
極
的
に

情
報
提
供
を
進

め
て
い
く
こ
と

が
望
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

平
成
14
年
３
月
、
合
併
に
つ
い
て
の

意
思
を
問
う
住
民
投
票
に
お
い
て
、
旧

米
原
町
は
全
国
に
先
駆
け
て
永
住
外
国

人
の
投
票
を
認
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
市

民
啓
発
と
し
て
も
効
果
が
あ
り
、
平
成

18
年
に
市
が
実
施
し
た
人
権
意
識
調
査

か
ら
も
市
民
は
今
日
難
し
い
問
題
の
一

つ
で
あ
る
参
政
権
す
ら
実
現
性
の
あ
る

も
の
と
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

国
際
化
時
代
と
い
わ
れ
て
久
し
い
今

日
、
市
内
に
在
住
す
る
外
国
籍
市
民
の

数
も
、
こ
の
14
年
間
の
間
に
約
４
倍
に

増
加
し
、
特
に
日
常
生
活
の
上
で
不
可

欠
な
福
祉
・
保
健
・
医
療
・
労
働
・
教

育
等
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

早
急
に
適
切
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
市
の
外
国
籍
市

民
に
対
す
る
人
権
保
障
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
経
験
蓄
積
が
非
常
に
乏

し
く
、
前
回
と
今
回
の
特
集
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
「
外
国
籍
市
民
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
調
査
」
で
よ
う
や
く
、
そ
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
こ
の
調
査
の
結
果
を
有
効

に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
充
実

し
た
追
加
調
査
を
企
画
す
る
な
ど
、
外

国
籍
市
民
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
の
解

消
に
努
め
、
相
互
理
解
を
進
め
な
が
ら
、

異
な
っ
た
文
化
や
価
値
観
を
持
っ
た

人
々
と
共
に
生
き
る
「
多
文
化
共
生
社

会
」
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
ま
す
。

多文化共生の 
　まちづくりに向けて 

特 
集 

インタビュー調査から届いた 

外国籍市民の 外国籍市民の 報告  vol.１ 

課
題
④
　
緊
急
支
援

さ
い
ご
に
…

お
問
い
合
わ
せ
　

総
務
部
人
権
推
進
課
（
米
原
庁
舎
）

1
５
２
―
６
６
２
９
　

5
５
２
―
４
５
３
９

外国人の人権に関する日本人側の意識調査を実施します。

◆実施時期 平成21年7月～9月（調査票配布および回収）
平成21年10月～平成22年1月（集計・分析等）

◆調査対象 20歳以上の米原市在住者
（外国人登録者を除く）のうち
4％を無作為抽出（約1,300人）

◆調査方法 郵送

この調査により、今後の外国籍市民に
対する人権施策を進めるうえでの課題把
握などに努め、多文化共生のまちづくり
に向けた効果的な取り組みを推進してい
きます。調査の趣旨をご理解いただき、
市民のみなさんのご協力をよろしくお願
いします。
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健診の受診を忘れずに!!

健診結果説明会が始まります！！

総合健診も中盤にさしかかりました。
該当地域でなくても受診可能ですので、ご希望の方は事前にお問い合わせください。

健診は受けた後が大切です。
結果説明会（１時間程度）に参加して、自分の身体の状態について確認しましょう。

＜近江地区の健診結果説明会＞

＜米原地区の健診＞

「健康づくりガイド」も
ご参照ください！

■問 健康づくり課（山東庁舎）
1 55－8105
5 55－8130

実　施　日 会　場 受付時間 基本
基本健康診査のみ受診する

場合の対象地域
胃
がん

大腸
がん

乳
がん

子宮
がん

骨粗
しょう
症

８月　５日（水）

８月　６日（木）

８月　８日（土）

８月　９日（日）

８月１８日（火）

８月１９日（水）

８月２０日（木）

８月２１日（金）

米原げんき
ステーション

西部デイサービスセンター

米原保健
センター

人権総合センターＳ・Ｃプラザ

09～11時

13～14時

09～11時

09～11時

09～11時

09～11時

09～11時

09～11時

09～11時

入江・賀目山

中多良・下多良

米原西

米原

梅ヶ原・上多良・多良

朝妻・筑摩・磯

一色・醒井

河南・樋口・枝折・上丹生・下丹生

南三吉・三吉・西坂・東番場・西番場

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

健診実施日 結果説明会開催日

＊原則、ご案内どおりにお越しください。
（日にちを早められた場合、結果をお渡しできないことがあります）

場　　所受付時間

８月０４日（火）

８月１１日（火）

８月０８日（土）
または１０日（月）

①９：００～９：１５
②１０：３０～１０：４５

①か②のご都合のよい時間
にお越しください。

近江保健センター

６月２４日（水）・２５日（木）

６月２９日（月）・３０日（火）

６月２６日（金）・２７日（土）
・２８日（日）

休日納税窓口を開設しています！ Consulta de imposto/pagamento no feriado
平日に市税や市の公共料金を納付することが困難

な方を対象に「休日納税窓口」を開設しています。
ぜひご利用ください。
【開設日】

☆10月と3月は、「納税相談」も受け付けます。また、ポルトガル語の通訳者が常駐します。

【時　間】午前９時から午後５時
【場　所】市役所近江庁舎　1階　窓口
【持ち物】納税相談の方は、印鑑(認印でも可)

口座振替の登録を希望される方は、通帳と口座のお届印

A prefeitura Municipal de Maibara (Oumi)
realizará nos seguitntes dias:

2009/07/26(domingo) apenas pagament
2009/08/23(domingo) apenas pagament
2009/09/27(domingo) apenas pagament
2009/10/25(domingo)

pagament/consulta em português
2009/11/22(domingo) apenas pagament
2009/12/20(domingo) apenas pagament
2010/02/21(domingo) apenas pagament
2010/03/28(domingo) 

pagament/consulta em português

horário das 9h as 17h
trazer inkan nos dias da consulta em português.

平成21年07月26日(日) 平成21年11月22日(日)

平成21年08月23日(日) 平成21年12月20日(日)

平成21年09月27日(日) 平成22年02月21日(日)

平成21年10月25日(日)☆ 平成22年03月28日(日) ☆

■問 市税務課収納対策室　1 52－3189 5 52－6930



市の自然や歴史・文化などの地域
資源を地域活動や産業に結びつけ、
観光まちづくりの実践や観光産業の
構築をめざす「観光振興計画」を策
定します。
この計画の策定にあたって、観光

振興の方向性や方法について検討し
ていただける委員を募集します。
募集人員s2人以内
応募資格s平成21年9月1日現在、満
20歳以上で市内在住・在勤・在学
の方

募集期限s７月30日（木）まで
＊郵送の場合は必着

応募方法s各庁舎などに設置してあ
る応募用紙に記入のうえ、持参・
郵送・ファックス・メールのいず
れかで提出してください。

■■申・■問 市商工観光課(伊吹庁舎)
1 58－2227 5 58－1197

市のめざすべき教育のあり方や方
向性を明らかにするための「教育振
興基本計画」を策定します。
この計画の策定にあたって、学校

や家庭、身近な地域社会での教育力
の向上、子どもたちの安全･安心の確
保などについて、ご意見をいただけ
る委員を募集します。
募集人員s2人以内
委員任期s平成21年9月1日

～平成22年9月30日
応募資格s平成21年9月1日現在、満
20歳以上で市内在住・在勤・在学
の方

募集期限s７月31日（金）まで
＊郵送の場合は必着

応募方法s各庁舎などに設置してあ
る応募用紙に記入のうえ、持参・
郵送・ファックス・メールのいず
れかで提出してください。

■■申・■問 市教育総務課(山東庁舎)
1 55－8107 5 55－4040

市では、平成21年度の市職員採用
試験に市民面接委員として携わって
いただける方を募集します。
＝市民面接委員の役割＝
平成21年度米原市職員採用試験の

第2次試験において、集団討論方式に
よる口述試験の面接委員として、受
験者の市職員（公務員）としての適
正についてご意見を伺います。
募集人数s2名
申込期間s7月21日（火）～8月3日（月）
その他s応募資格や応募方法などの
詳細については、総務課までお問
い合わせください。

■■申・■問 市総務課(米原庁舎)
1 52－1552 5 52－4447
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「米原市観光振興計画」の
策定委員を募集

「米原市教育振興基本計画」の
策定委員を募集

米原市職員採用試験
「市民面接委員」を募集

夏はエコスタイルで！
暑い夏が

やってきま
した。
冷房をつ

ける機会が
増えますが、
冷房を運転
することも
CO2排出につながり、地球
はさらに暑くなってしまい
ます。
地球の未来を守るために、

冷房の運転は室温28度を目
安に設定しましょう。
また、涼しい服装をこころ

がけることで、電気代の節約
にもつながります。市役所で
も軽装勤務で快適オフィスワ
ークをしています。

23

米原市内の交通事故（平成21年６月30日現在）
件数　94件（ －12件 ）、死者　2人（ －1人 ）、傷者　126人（ －5人 ）※カッコ内は前年比

（環境保全課）

■問 自衛隊 彦根地域事務所　1・5 0749－26－0587

「あいさつ標語」を募集！

自衛官を募集しています！

あいさつは心の通い合う明るいまちづくりの第一歩。市では地域ぐ
るみであいさつ運動の取り組みを展開しています。
今年度も「あいさつ標語」の募集を行います。ぜひご応募ください。
★応募資格 市内に在住・在学・在勤の方
★応募方法 所定の応募用紙かA4サイズまでの用紙に、標語、郵便

番号・住所・氏名・年齢/学年をご記入のうえ、下記ま
でご提出ください。

★応募期間 7月1日（水）～8月31日（月）
■問 市教委まなび推進課内（山東庁舎）
青少年育成市民会議事務局　1 55－8106

種　目

防衛大学校
学生

防衛医科大
学校学生

看護学生

応募資格 受付期間 試験日

推薦 ＊要学校長推薦
高卒（見込含）

21歳未満男女

9月5日～
9月9日 9月26日・27日

1次　
11月15日・16日

1次　
10月31日～11月2日

1次　
10月24日

9月7日～
10月2日

高卒（見込含）
21歳未満男女

一般 高卒（見込含）
21歳未満男女

高卒（見込含）
24歳未満男女



母子家庭の母と子が一同に集い、
レクリエーションを通じて交流を図
ります。日頃、なかなか親子の時間
が取れないお母さん、この機会にぜ
ひ一緒に楽しい時間をすごしません
か。参加は無料です。
日時s8月9日（日）10時～
内容sボーリング大会

雨森芳洲庵めぐり
定員s35名　締切s7月25日(土)
■問 母子福祉のぞみ会（福原）

1・5 54－2521
市こども家庭課（山東庁舎）
1 55－8104 5 55－4040

8月5日（水）に開催される「長
浜・北びわ湖大花火大会」にあわせ
て、クリスタルプラザ展望研修棟を
夜間無料開放します。
事前の申し込みは不要です。お気

軽にお越しください。
日時s8月5日（水）

18時30分～21時
場所sクリスタルプラザ6･7階

展望研修棟
＊棟内での飲食は禁止です。
＊土足厳禁です。

■問 湖北広域行政事務センター業務課
1 62－7143

市では、交通事故により父親また
は母親を亡くした児童（交通遺児）
のために、善意の寄付金を財源とす
る「奨学激励金」を支給しています。
該当すると思われる場合は、担当ま
でお問い合わせください。
【進級激励金】 年5,000円／人
交通遺児が進級するときに支給し
ます。

【入学祝金】 年10,000円／人
交通遺児が小学校またはこれに準
ずるものに就学・入所するときに
支給します。

【卒業祝金】 年15,000円／人
交通遺児が中学校またはこれに準
ずるものから卒業するときに支給
します。

■問 市こども家庭課（山東庁舎）
1 55－8104 5 55－4040

第59回“社会を明るくする運動”
の強調月間にあたり、全国的にさま
ざまな事業が展開されています。市
では、犯罪・非行の防止と更生援助
についての理解を市民のみなさんに
深めていただくことを目的に研究会
を開催します。
日時s7月24日（金）

19時～21時30分
会場s近江公民館
■問 市社会福祉課（山東庁舎）

1 55－8102 5 55－2406

期間　7月15日（水）
～7月24日（金）

夏はレジャー交通の増加や夏休み
にともなう子どもたちの屋外活動の
活性化などにより、交通事故の多発
が心配されます。
一人ひとりが交通ルールを守り、

交通マナーを高め、安全な行動の実
践を習慣づけて、県民総ぐるみで交
通事故防止に取り組みましょう。
運動の重点取り組み
・子どもと高齢者の交通事故防止
・全ての座席のシートベルトとチャ
イルドシートの正しい着用の徹底

・飲酒運転の根絶
スローガン
びわ湖より 大きな心で ゆずりあい
■問 市防災安全課（近江庁舎）

1 52－6630 5 52－6930

司法書士による生活保護に関する
あらゆるお悩みの電話相談を実施し
ます。
相談は無料で、事前の予約は必要あ
りません。お気軽にご相談ください。
日時s8月1日（土）10時～16時

相談電話　0120-052-088
（全国共通・フリーダイヤル）

＊事前問い合わせは下記まで
■問 滋賀県司法書士青年会

1 0749－48－7444

19 public information  Maibara 2009.7.15

母と子のいこいの広場～ボーリ
ング大会と雨森

あ め の も り

芳洲
ほ う し ゅ う

庵めぐり～

花火大会をクリスタルプラザ
展望研修棟から見ませんか？

夏の交通安全県民運動が
スタートします！

全国一斉生活保護110番

「広報まいばら」「市公式サイト」への広告掲載に関するお問い合わせは市　情報政策課 152－6627へ…
◎広報まいばら　広告掲載料金：１枠　15,000円（13,300部発行・市内全戸配布）
◎市公式サイト　広告掲載料金：１枠・１月　10,000円（月平均アクセス数　18,000件）

人口41,785人（－21） 男20,482人（－8） 女21,303人（－13） 世帯数13,685世帯（－1）

65歳以上の人口　10,224人　　高齢化率　24.47% ※（ ）内は前月との比較【平成21年7月1日現在】

今月の表紙 白と黒が織りなす世界 ～水洗化のお願い～

版画家棟方
む な か た

志
し

功
こ う

に強い感銘を受け、
油絵から木版画の
世界へ転向した福
田和弘さん。最近
は木目の作る表情
に出会い、暖かな
作品の中に取り入
れられています。
柏原宿歴史館で

は『福田和弘木版画展』8月2日（日）まで開
催されています。

平成21年3月末現在、下水道を整
備した区域での水洗化率（接続率）
は、80.3％と80％に達しましたが、
残り約20％の方が未接続となって
います。下水道はみなさんにご使用
いただくことによって、はじめてそ
の目的を達することができます。
安心で住みよい快適なまちづくり
はもちろんのこと、身近な池や河川
の水をきれいにし、美しく豊かな自然を保つためにも水洗化は欠かせ
ません。早期の水洗化にご協力をお願いします。

交通遺児のための
奨学激励金制度について

公開ケース研究会

■■申・■問 市上下水道課（近江庁舎） 1 52－6924 5 52－4858
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※農業集落排水を含む。　※住民基本台帳人口による。 

（人） （％） 

処理区域内人口 水洗化人口 水洗化率 

H19 H20

39,627人 

29,136人 

39,805人 

31,144人 

40,990人 

32,914人 

73.5%

78.2%
80.3%



10月11日（
日） 告  示 

10月18日（
日） 投  票 

10月11日（
日） 告  示 

10月18日（
日） 投  票 
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環境保護のため再生紙を使用しています。

大豆油インキで印刷しています。
Trademark of American Soybean Association 

T M

PRINTED WITH

この市政情報紙「まいばら」は13,300部作成し、１部あたりの単価は
17円です。（１円未満切り捨て）※職員の人件費は含まれていません。
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米原市議会議員一般選挙の立候補予定者で選挙事務所の設置をお考えの方は、

次のとおり建築基準法、都市計画法、農地法に関する手続きが必要な場合があり

ます。手続きに一定期間を要するものがありますので、次の担当課等にて早めの

確認および手続きをお願いします。

選挙事務所がプレハブなどでも建築基準法による建築確認申請が必要な場合がありま

す。また、設置場所が市街化調整区域の場合は、都市計画法の手続きも必要な場合があり

ます。農地の場合は、農地法の手続きが必要となります。

問い合わせ先 建築基準法 ……………… 市役所　近江庁舎　都市計画課　52-6926

滋賀県長浜土木事務所管理調整課 65-6635

都市計画法 ……………… 市役所　近江庁舎　都市計画課　52-6926

農地法 …………………… 市役所　伊吹庁舎　農業委員会　58-2226

（注）農地法による手続きにつきましては、農業委員会の開催日程が決まっていることから、８月上旬までに
市農業委員会にご相談ください。

選挙事務所設置のための事前手続き

立候補予定者説明会を開催します 立候補予定者説明会を開催します 立候補予定者説明会を開催します 

お問い合わせ　米原市選挙管理委員会事務局（米原庁舎総務課内） 1５２―１５５２

平成21年10月31日任期満了に伴う　米原市議会議員一般選挙の立候補予定者説明会

を次のとおり開催いたします。立候補予定者、関係者の方は、ご出席ください。

日　時　平成21年８月20日（木）午後１時30分から
場　所　米原市民交流プラザ(ルッチプラザ) ベルホール310

（米原市長岡1050番地1）


	表紙
	市民への約束　【政策推進部】
	市民への約束　【総務部　市民部】
	市民への約束　【健康福祉部　経済環境部】
	市民への約束　【土木部　都市整備部】
	市民への約束　【市民自治センター　教育部】
	市政トピックス　「市長への手紙」　1
	市政トピックス　「市長への手紙」　2
	市政トピックス　3
	くらしのサプリ　1
	くらしのサプリ　2
	まいばらまんすりーれぽーと
	米原歴史街道　53
	多文化共生のまちづくりに向けて　1
	多文化共生のまちづくりに向けて　2
	多文化共生のまちづくりに向けて　3
	くらしのガイド　1
	くらしのガイド　2
	くらしのガイド　3
	米原市議会立候補予定者説明会の開催

